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保
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12
月
10
日
以
降
平
成
17
年
２
月

７
日
ま
で
の
各
関
係
の
工
事
等
発

注
に
伴
う
主
な
契
約
状
況
は
、
１

０
０
万
円
以
上
が
36
件
で
、
１
億

１
７
２
３
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
農
林
業

の
「
い
ま
」
を
知
る
た
め
に
、
５

年
に
１
度
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

農
林
業
に
関
す
る
国
勢
調
査
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
は
２
月
１

日
か
ら
始
め
て
お
り
、
対
象
は
約

２
１
０
０
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
鷹
巣
町
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
社
会
推
進
基
本
計
画
と
し
て
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
た
か
の
す

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
持
っ
て
町
民
一
人
ひ
と
り
が
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
町
を
創

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
積
極
的
に
情
報
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。 

　
１
月
14
日
に
、
Ｆ
・
Ｆ
ネ
ッ
ト

あ
き
た
北
と
共
同
で
「
桂
文
也
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ブ
レ
イ
ク
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
及
び

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
落
語
家
に

よ
る
分
り
易
い
講
演
と
落
語
で
、

参
加
者
約
２
０
０
名
の
方
々
に
楽

し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

　
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

被
保
険
者
の
資
格
管
理
、
介
護
保

険
料
の
賦
課
・
収
納
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
給
付
管
理
な
ど
、
適
正
な

事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
と
し
て
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
委
託
し
て
い
た
訪
問

介
護
や
通
所
介
護
な
ど
６
つ
の
事

業
は
、
昨
年
12
月
31
日
を
も
ち
、

町
事
業
と
し
て
は
廃
止
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
同
事
業
は
、
本
年
１
月

１
日
か
ら
鷹
巣
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
独
自
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
た
か
の
す
身

体
障
害
者
通
所
授
産
施
設
で
は
、

２
月
１
日
現
在
、
精
神
障
害
者
が

１
人
退
所
し
た
こ
と
か
ら
、
身
体

障
害
者
４
人
、
知
的
障
害
者
３
人
、

計
７
人
の
方
々
が
施
設
を
利
用
し

就
労
に
向
け
自
立
で
き
る
よ
う
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
17
年
度
の
保
育
園
新
規
入

園
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
昨
年

12
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
間
受

付
け
を
行
い
、
１
０
４
人
の
申
し

込
み
を
受
け
て
い
ま
す
。
１
月
に

は
新
規
申
込
者
及
び
就
職
活
動
中

の
保
護
者
等
を
対
象
に
面
接
調
査

を
実
施
、
２
月
中
に
は
最
終
審
査

及
び
入
所
決
定
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
学
童
保
育
は
、
竜
森
小
を
除
き

未
実
施
学
区
で
あ
る
、
鷹
小
・
東

小
・
西
小
・
綴
子
小
学
区
に
つ
い

て
、
２
月
３
日
か
ら
10
日
ま
で
に

《２月定例議会》

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
１
年
間
の
火
災
発
生
状
況

は
、
発
生
件
数
が
15
件
、
損
害
額

７
６
６
万
４
千
円
で
、
前
年
比
発

生
件
数
で
は
同
数
で
し
た
が
、
損

害
額
で
は
２
８
５
３
万
７
千
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
防
火
水
槽
設
置
工
事
は
、
二
本

杉
地
区
と
向
黒
沢
地
区
で
行
わ
れ
、

地
域
防
災
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ 

ま
し
た
。 

　
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

１
月
13
日
、
町
内
主
要
道
路
２
箇

所
と
中
央
公
民
館
に
お
い
て
交
通

安
全
祈
願
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
当
年
度
分
35
基
が
全
て
交

付
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ゴ
ミ
埋
立
地
周
辺
地
下
水
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
毒
性
等
量
及
び
浸
出

水
等
分
析
結
果
は
、
基
準
値
を
下

回
り
良
好
な
結
果
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
維
持

管
理
に
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。 

　
環
境
保
全
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
12
月
20
日
に
環
境
保
全
審
議

会
か
ら
の
答
申
を
う
け
、
計
画
が

策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
は
、

１
月
４
日
、
消
防
団
、
婦
人
消
防

協
力
隊
外
関
係
者
約
３
０
０
名
、 

消
防
車
両
14
台
が
参
加
し
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
功
労
者
の
表
彰
、
永

年
勤
続
団
員
表
彰
の
ほ
か
「
防
火

作
文
」
に
入
賞
し
た
中
学
校
生
徒 

　
平
成
17
年
２
月
定
例
議
会
は
、
２
月
15
日
か
ら
２
月
23
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
提
出
議
案
の
大
綱
質

疑
が
行
わ
れ
、
17
日
に
一
般
質
問
、
18
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会

で
付
託
議
案
等
を
審
議
し
、
２
月
23
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
２
月

定
例
議
会
の
行
政
報
告
︵
総
務
課
か
ら
農
林
課
ま
で
︶
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
な
お
、
次
号
で
は
行
政
報
告
の
続
き
と
、
補
正
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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農

林

課

関

係

各
地
区
の
児
童
館
で
実
施
に
向
け

た
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
町
の
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
策
定
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を
第
一

に
考
え
、
家
庭
や
地
域
の
子
育
て

力
が
高
ま
る
よ
う
各
種
支
援
の
充

実
と
、
支
援
ネ
ッ
ト
の
構
築
を
図

り
、
子
育
て
家
庭
の
働
き
方
の
見

直
し
、
食
育
・
教
育
・
生
活
環
境

の
充
実
な
ど
、
領
域
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
・
職
域
の
各
場
面
で

こ
れ
ら
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
、
基
本
理
念
、

基
本
方
針
・
施
策
の
方
向
等
に
つ

い
て
４
回
の
検
討
会
議
を
経
て
素

案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

子
育
て
に
関
わ
る
各
課
の
17
年
度

以
降
の
事
業
に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
再
度
行
い
、
３
月
中
旬
に

最
終
原
案
を
策
定
し
、
住
民
に
公

表
す
る
予
定
で
審
議
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
状
況
は
、

費
用
額
（
総
医
療
費
）
は
３
月
か

ら
11
月
診
療
分
で
、
一
般
分
が
６

億
９
２
４
４
万
円
、
退
職
分
が
４

億
６
５
０
８
万
円
、
老
人
分
が
14

億
４
６
７
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
一
人
当
た
り
医
療
費
は
、

一
般
分
が
３
・
29
％
増
、
退
職
分

が
７
・
06
％
増
、
老
人
分
が
７
・

97
％
増
と
い
う
状
況
で
す
。 

　
平
成
14
年
10
月
の
保
険
制
度
改

正
に
伴
い
新
設
さ
れ
た
、
70
歳
以

上
75
歳
未
満
の
人
が
対
象
と
な
る

高
齢
受
給
者
証
（
前
期
高
齢
者
受

給
者
証
）
の
交
付
状
況
は
、
２
月

該
当
者
分
ま
で
が
５
５
６
人
（
内

一
般
被
保
険
者
２
７
５
人
、
一
般

被
保
険
者
比
率
６
・
82
％
、
退
職

被
保
険
者
２
８
１
人
、
退
職
被
保

険
者
比
率
16
・
45
％
）
、
昨
年
比

で
２
６
１
人
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
初
め
て
取

り
入
れ
た
乳
が
ん
検
診
は
、
12
月

１
日
か
ら
11
日
間
実
施
し
、
受
診

者
数
３
２
０
人
、
１
月
末
現
在
が

ん
発
見
数
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

す
る
予
防
接
種
は
今
年
度
分
を
終

了
し
、
被
接
種
者
数
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
２
６
１
８
人
、
肺
炎
球
菌

３
６
１
人
で
し
た
。 

　
16
年
度
か
ら
米
政
策
改
革
大
綱

に
基
づ
き
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
が
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
ま
で
の

と
も
補
償
金
に
変
わ
る
も
の
と
し

て
の
水
田
農
業
構
造
改
革
交
付
金

（
産
地
づ
く
り
交
付
金
）
１
億
８

８
０
５
万
８
千
円
を
、
平
成
16
年

12
月
16
日
に
町
内
農
家
１
１
１
８

名
に
対
し
支
払
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
転
作
目
標

面
積
に
代
わ
り
生
産
目
標
数
量
の

配
分
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成
16 

年
12
月
17
日
に
は
平
成
17
年
産
米

の
鷹
巣
町
生
産
目
標
数
量
１
万
８

７
５
t
を
県
か
ら
配
分
を
受
け
、

こ
れ
に
基
づ
き
２
月
４
日
に
は
農

業
者
別
生
産
目
標
数
量
の
仮
配
分

を
通
知
し
て
お
り
ま
す
。 

　
農
業
生
産
活
動
を
助
長
し
機
能

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
制
度
は
、
本
町
の
対

象
地
で
あ
る
岩
谷
集
落
（
関
係
農

家
４
戸
、
対
象
面
積
１
・
２ 
ha
）

に
実
績
に
基
づ
き
交
付
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
１
月
末
の
青
果
物
出
荷
実
績
は
、

主
要
品
目
の
夏
秋
き
ゅ
う
り
、
山

の
芋
の
台
風
被
害
に
よ
る
減
収
と

夏
秋
き
ゅ
う
り
の
市
場
価
格
の
低

迷
に
よ
り
総
販
売
額
で
対
前
年
比

28 
・
８
％
減
の
１
億
８
８
９
１
万

５
千
円
と
な
り
、
以
下
、
主
要
品

目
は
し
し
と
う
２
５
３
０
万
円
、

ね
ぎ
８
１
９
万
５
千
円
、
べ
い
な

す
８
８
３
万
９
千
円
、
山
の
芋
４

０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事

業
は
、
４
地
区
の
面
整
備
が
完
了

し
、
一
部
排
水
工
事
を
除
き
、
進

捗
率
90
％
で
す
。 

　
綴
子
地
区
の
基
幹
水
利
事
業
は

ポ
ン
プ
工
事
は
進
捗
率
70
％
、
た

め
池
事
業
（
用
水
路
工
）
の
工
事

進
捗
率
は
70
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、

12
月
22
日
に
42
箇
所
全
て
発
注
済

で
、
工
事
に
着
手
し
３
月
中
旬
の

工
期
内
完
成
を
目
指
し
進
め
て
い

ま
す
。 

　
流
域
公
益
保
全
林
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
１
月
中
旬
に
間
伐

３
・
99 
ha
の
完
成
検
査
を
行
い
、 

今
年
度
は
30
・
65 
ha
の
間
伐
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
国
の
５
カ
年
事
業
と
し
て
、
平

成
14
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
森

林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
は
、

今
年
度
、
新
た
に
変
更
を
含
め
９

件
４
５
０
・
70 
ha
が
町
と
協
定
締

結
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
、
交
付

金
対
象
行
為
の
確
認
作
業
中
で
す
。 

　
雪
解
け
後
の
林
道
・
作
業
道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ

ー
ル
の
強
化
や
情
報
収
集
に
よ
り

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

　
地
籍
調
査
事
業
は
、
本
年
度
の

調
査
区
域
で
あ
る
坊
沢
・
綴
子
の

各
一
部
、
面
積
１
３
４
ha
の
調
査

を
実
施
し
、
仮
閲
覧
に
向
け
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
15
年
度
か
ら
調
査

を
実
施
し
て
き
た
坊
沢
・
鷹
巣
・

脇
神
の
各
一
部
、
面
積
１
９
３
ha 

は
、
事
業
が
完
了
し
、
国
の
認
証

承
認
後
、
速
や
か
に
登
記
が
で
き

る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 
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町
　
長
　
日
　
誌

町
　
長
　
日
　
誌

２/１

１５
〜

２
日
︵
水
︶

　
　
　
　

３
日
︵
木
︶

４
日
︵
金
︶

　
　
　
　

５
日
︵
土
︶

　
　
　
　

６
日
︵
日
︶

７
日
︵
月
︶

８
日
︵
火
︶

９
日
︵
水
︶

10
日
︵
木
︶

11
日
︵
金
︶

12
日
︵
土
︶

15
日
︵
火
︶

第
３
回
鷹
巣
町
国
保
運
営
協
議
会
に
出
席
。 

鷹
巣
地
区
土
地
改
良
区
統
合
整
備
推
進
協
議
会
に
出
席
。 

鷹
巣
阿
仁
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
に
出
席
。 

第
24
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。 

秋
田
県
大
館
北
秋
教
育
振
興
会
定
例
理
事
会
に
出
席
。 

北
秋
田
郡
町
村
会
定
期
総
会
に
出
席
。 

鷹
巣
教
会
幼
稚
園
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
出
席
。 

た
か
の
す
福
祉
公
社
の
業
務
改
善
委
員
会
及
び
理
事
会

に
出
席
。 

第
43
回
町
民
ス
キ
ー
大
会
開
会
式
に
出
席
。 

東
北
地
方
の
道
路
整
備
に
関
す
る
懇
談
会
に
委
員
と
し

て
出
席
。 

平
成
16
年
度
鷹
巣
町
行
政
協
力
委
員
全
体
会
議
に
出
席
。 

た
か
の
す
福
祉
公
社
理
事
と
町
議
会
福
祉
厚
生
常
任
委

員
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
。 

秋
田
内
陸
線
沿
線
町
村
長
連
絡
会
の
結
成
並
び
に
第
１

回
会
議
に
出
席
。 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
臨
時
株
主
総
会
に
出
席
。 

第
７
回
秋
田
内
陸
線
沿
線
地
域
交
通
懇
話
会
に
出
席
。 

合
併
に
係
る
公
共
的
団
体
等
説
明
会
に
出
席
。 

第
27
回
鷹
巣
町
建
国
記
念
の
日
を
祝
う
会
に
出
席
。 

第
11
回
も
ち
っ
こ
市
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
席
。 

平
成
17
年
第
３
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会
初
日
。 

　
転
　
　
入
　

︵
他
の
市
町
村
か
ら
鷹
巣
町
へ
引
っ
越
し
た
場
合
︶

　
転
入
は
、
転
入
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
転
入
し
た
日
と
は
、
引
っ
越
し
が
終
わ
っ

て
実
際
に
そ
こ
で
生
活
し
た
日
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
従
っ
て
引
っ
越
し
前
に
は
転
入
届
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
転
入
届
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
住
所
地
の
市

町
村
が
発
行
す
る
「
転
出
証
明
書
」
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

　
転
　
　
出
　

︵
鷹
巣
町
か
ら
他
の
市
町
村
へ
引
っ
越
す
場
合
︶

　
転
出
は
、
転
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時

点
で
届
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
転
出
す
る
予
定
の
日
よ
り
相
当

前
の
届
出
は
、
そ
の
転
出
予
定
先
や
転
出
予

定
日
に
変
更
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
お
よ
そ
２
週
間
前
か
ら
届
出
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。 

　
「
転
出
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

引
っ
越
し
後
、
転
入
先
の
市
町
村
で
忘
れ
ず

に
転
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
　 　

転
　
　
居
　

︵
鷹
巣
町
内
で
引
っ
越
し
た
場
合
︶

　
転
居
は
、
転
居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
転
居
し
た
日
と
は
、
引
っ
越
し
が
終
わ
っ

て
実
際
に
そ
こ
で
生
活
し
た
日
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

　
従
っ
て
引
っ
越
し
前
に
は
転
居
届
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
課 

 

　

　
　
　
　
　
　
　 

住
民
係
a
62
ー
１
１
１
１

 

　

住
所
変
更
に
伴
う
そ
の
他
の
手
続

　
国
保
関
係

　
転
居
・
転
出
の
場
合
、
町
か
ら
発
行
し
て

い
る
下
記
の
も
の
を
お
持
ち
の
方
は
書
替
、

返
却
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
手
続
き
に
は
印
鑑
（
認
め
印
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
「
老
人

保
健
法
医
療
受
給
者
証
」
「
　
福 

福
祉
医
療

費
受
給
者
証
」 

     

　
　
　
　
　
　 

　

　
年
金
関
係

　
国
民
年
金
加
入
者
及
び
受
給
者
は
、
転
入

先
の
市
町
村
役
場
の
年
金
係
で
「
年
金
の
住

所
変
更
」
を
忘
れ
ず
に
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

 

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課 

 

　
　
　
　
国
保
・
年
金
係
a
62
ー
１
１
１
１

　
住
所
は
自
己
の
身
分
を
公
証
し
、
健
康
保

険
や
年
金
な
ど
す
べ
て
の
基
礎
と
な
る
重
要

な
も
の
で
す
。
就
職
、
進
学
、
転
勤
な
ど
に

よ
り
引
っ
越
し
す
る
場
合
、
住
所
変
更
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
ご
注
意
い
た
だ
き
正
確
な
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 
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新
進
気
鋭
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
佐
藤
卓
史
の
リ
サ
イ

タ
ル
が
２
月
13
日
、
た
か
の
す
風
土
館
で
開
催
さ
れ
、

詰
め
か
け
た
音
楽
フ
ァ
ン
が
美
し
く
重
厚
な
ピ
ア
ノ

の
調
べ
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
藤
さ
ん
は
秋
田
市
生
ま
れ
で
、
現
在
東
京
芸
術

大
学
音
楽
科
３
年
に
在
籍
、
昨
年
、
日
本
シ
ョ
パ
ン

協
会
賞
を
最
年
少
で
受
賞
し
た
と
い
う
、
将
来
を
嘱

望
さ
れ
た
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
は

綴
子
の
二
本
杉
出
身
と
い
う
ル
ー
ツ
を
持
ち
ま
す
。 

　
こ
の
日
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、
巨
匠
と
言
わ
れ
る

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
シ
ョ
パ
ン
の
難
曲
を
演
奏
、
気
迫

あ
ふ
れ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ピ
ア
ニ
ス
ト
は
鷹
巣
に
ゆ
か
り

佐
藤
卓
史
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

燃
え
盛
る
炎
に
祈
願

綴子に火の神「不動尊」が出現

　
七
日
市
・
葛
黒
集
落
に
伝
わ
る
小
正
月
行
事
「
火

祭
り
か
ま
く
ら
」
が
、
２
月
12
日
の
夜
、
大
太
鼓
の

館
の
隣
接
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
行
事
は
、
雪
田
に
立
て
た
木
に
稲
わ
ら
や
豆

が
ら
を
巻
き
付
け
て
火
を
放
ち
、
燃
え
上
が
っ
た
木

を
火
の
神
（
不
動
尊
）
に
な
ぞ
ら
え
て
五
穀
豊
穣
や

無
病
息
災
、
無
火
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
お
よ
そ

２
５
０
年
前
に
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
行
事
に
使
わ
れ
る
木
や
わ
ら
の
不
足
か
ら
途
絶
え

て
い
た
葛
黒
の
お
祭
り
を
、
昨
年
か
ら
町
観
光
協
会

が
復
活
さ
せ
、
も
ち
っ
こ
市
の
開
催
時
期
に
合
わ
せ

て
開
催
、
綴
子
に
火
の
神
の
明
か
り
が
幻
想
的
に
浮

か
び
上
が
り
ま
し
た
。 

　
葛
黒
の
火
祭
り
か
ま
く
ら

手
づ
く
り
の
味
は
い
か
が「県道矢坂糠沢線」建設促進の縁で、藤里町からも出店

多くのご親戚を前にしての演奏会となりました

　
鷹
巣
町
物
産
協
会
主
催
の
「
も
ち
っ
こ
市
」
が
２

月
12
日
、
13
日
の
両
日
、
大
太
鼓
の
館
駐
車
場
で
開

か
れ
、
手
づ
く
り
の
餅
な
ど
を
買
い
求
め
る
人
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
「
も
ち
っ
こ
市
」
は
、
観
光
客
が
遠
の
く
冬

季
間
の
誘
客
を
図
ろ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
年
で
11
回
目
を
迎
え
、
新
し
い
小
正
月
行
事
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。
 

　
干
し
餅
や
大
福
、
お
や
き
な
ど
の
餅
類
、
各
種
の

漬
け
物
類
の
ほ
か
、
地
元
の
特
産
品
な
ど
が
ズ
ラ
リ

と
並
べ
ら
れ
た
テ
ン
ト
で
は
、
厳
寒
の
お
天
気
を
よ

そ
に
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
で
終
日

活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

盛
況
、
第
11
回
﹁
も
ち
っ
こ
市
﹂

大
太
鼓
の
館

隣
接
地
で
開
催

た
か
し
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４０８

　
第
40
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
第
８
回
読
書
感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル

が
開
か
れ
、
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
者
は
感
想
文
が
84
名
で
、

う
ち
特
選
が
６
名
、
入
選
が
13
名
、
佳
作
10
名
で
し
た
。
感
想
画
の
応
募

者
は
３
５
５
名
で
、
う
ち
特
選
４
名
、
入
選
24
名
、
佳
作
30
名
で
し
た
。

今
号
で
は
、
感
想
文
と
感
想
画
の
入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

４０８
                     

     

◆
３
年
生

特
選
・
ゆ
う
気
あ
る
わ
た
し
に 

 
桜

庭

萌

子
（
鷹
巣
小
） 

入
選
・
ど
ん
な
こ
と
も
一
生
け
ん
め
い
に 

 

長

岐

英

泰
（
南
　
小
） 

　
　
・
ぼ
く
の
お
兄
ち
ゃ
ん
が
世
界
一 

　
　
　
　
　
　
　
　
千

葉

颯

都
（
南
　
小
） 

佳
作
・
「
だ
め
ね
こ
の
い
っ
し
ょ
け
ん
め
い
」

　
　
　
を
読
ん
で
　
長

岐

美

優
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
ラ
イ
ギ
ョ
の
き
ゅ
う
し
ょ
く 

 

佐

藤

諒

平 

（
中
央
小
） 

　
　
・
め
ざ
せ
、
イ
チ
ロ
ー
せ
ん
し
ゅ 

 

藤

原

武

治

 （
南
　
小
） 

◆
４
年
生

特
選
・
「
目
の
見
え
な
い
犬
ダ
ン
」
を
読
ん
で 

 

三

上

　

格
（
東
　
小
） 

入
選
・
「
五
体
不
満
足
」
を
読
ん
で 

 

中

嶋

望

美
（
中
央
小
） 

　
　
・
「
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
」
を
読
ん
で 

 

長

岐

亜

美
（
南
　
小
） 

佳
作
・
「
宇
宙
人
の
い
る
教
室
」
を
読
ん
で 

 

千
葉
美
紗
貴
（
南
　
小
） 

◆
５
年
生

特
選
・
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
、
あ
す
か
」 

 

柴

田

菜

那
（
鷹
巣
小
） 

入
選
・
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
よ
う
に 

 

藤

原

聡

子
（
南
　
小
） 

　
　
・
「
は
じ
め
て
み
ん
な
と
か
え
っ
た
日
」

　
　
　
を
読
ん
で
　
堀
部
澄
恵
美
（
竜
森
小
） 

佳
作
・
だ
れ
か
の
た
め
に 

 

小
笠
原
　
萌
（
西
　
小
） 

　
　
・
「
人
は
ク
マ
と
友
だ
ち
に
な
れ
る
か
？
」

　
　
　
を
読
ん
で 

成

田

梨

彩
（
綴
子
小
） 

　
　
・
夏
目
漱
石
を
読
ん
で 

 

畠

山

天

海
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
を
読
ん
で 

 

佐

藤

円

香
（
南
　
小
） 

◆
６
年
生

特
選
・
さ
び
し
い
思
い
は
さ
せ
た
く
な
い 

 
成

田

龍

平
（
西
　
小
） 

入
選
・
生
き
ぬ
く
力 

 

河

田

真

紀
（
鷹
巣
小
） 

 

　
　
・
「
葉
隠
も
の
が
た
り
」
を
読
ん
で 

 

柳

谷

一

孝
（
東
　
小
） 

佳
作
・
「
補
欠
の
逆
転
ホ
ー
ム
ラ
ン
」
を 

　
　
　
読
ん
で 

佐

藤

恵

輔
（
綴
子
小
） 

　
　
・
「
種
ま
く
子
供
た
ち
」
を
読
ん
で 

 

高

橋

秀

平
（
綴
子
小
） 

◆
１
年
生

特
選
・
「
十
五
歳
、
拓
の
挑
戦
」 

　
　
　
　 

鈴

木

康

平
（
鷹
巣
中
） 

入
選
・
「
夜
回
り
先
生
」
シ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て 

 

浅

村

知

佳
（
鷹
巣
中
） 

◆
２
年
生

特
選
・
銀
の
玉
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

 

千

葉

慎

也
（
鷹
巣
中
） 

入
選
・
自
分
の
は
や
さ
で 

 

藤

島

果

那
（
鷹
巣
南
中
） 

　
　
・
運
と
幸
運
の
違
い 

 

堀

部

詩

織
（
鷹
巣
南
中
） 

　 

 

特
選
・
「
チ
ェ
ロ
を
弾
く
少
女
ア
ニ
タ
」
を 

　
　
　
読
ん
で
　
　
中
嶋
美
枝
子
（
一
　
般
） 

入
選
・
「
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
」
に
魅
せ 

　
　
　
ら
れ
て 

佐

藤

富

雄
（
一
　
般
） 
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特
選
・
す
ご
い
な
　
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し 

 

春

日

健

人
（
中
央
保
育
園
） 

入
選
・
お
お
き
な
か
ぶ
が
ぬ
け
た
よ 

 

田

口

星

奈
（
西
幼
稚
園
） 

　
　
・
は
ら
ぺ
こ
あ
お
む
し
は
　
く
い
し
ん
ぼ
う 

 

三

澤

瑚

子
（
北
幼
稚
園
） 

　
　
・
に
じ
い
ろ
の
く
つ
　
で
き
あ
が
り 

 

林

　

雄

大
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園

） 

　
　
・
お
し
ゃ
れ
ぎ
つ
ね
よ
　
い
れ
て 

 

千

葉

拓

磨
（
中
央
保
育
園
） 

　
　
・
ま
い
り
ま
し
た 

 

山

田

　

淳
（
東
保
育
園
） 

　
　
・
わ
た
し
も
い
れ
て
　
ど
う
ぞ 

 

長

岐

　

蒼
（
東
保
育
園
） 

　
　
・
あ
っ
た
か
そ
う
だ
な
　
い
れ
て
お
く

　
　
　
れ
！
　
　
　
堀

部

綾

乃
（
竜
森
保
育
園

） 

　
　
・
な
か
な
か
ぬ
け
な
い
よ
　
だ
れ
か 

　
　
　
て
つ
だ
っ
て
ち
ょ
う
だ
い 

 

大

川

円

香
（
綴
子
保
育
園
） 

　
　
・
て
ぶ
く
ろ
を
　
み
つ
け
た
よ 

 

福

田

遥

香
（
綴
子
保
育
園
） 

　
　
・
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
と
す
い
か
　
ど
っ
ち

　
　
　
が
す
き
？ 

藤

島

礼

奈
（
綴
子
保
育
園
） 

　
　
・
か
わ
を
と
お
る
　
い
っ
す
ん
ぼ
う
　 

 

松

橋

伶

於
（
南
鷹
巣
保
育
園

） 

　
　
・
お
お
き
な
あ
か
お
に
を
　
や
っ
つ
け

　
　
　
る
ぞ 

佐

藤

　

響
（
七
日
市
保
育
園

） 

佳
作
・
い
っ
し
ょ
に
　
あ
そ
ぼ
う
よ 

 

大

川

　

栞
（
西
幼
稚
園
） 

　
　
・
あ
お
む
し
く
ん
　
け
ー
き
を
み
つ
け
た
よ 

 

三

沢

紘

汰
（
北
幼
稚
園
） 

　
　
・
お
い
し
い
の
　
み
ー
つ
け
た 

 

小
笠
原
北
斗
（
北
幼
稚
園
） 

　
　
・
い
い
く
つ
　
で
き
た
よ 

 

金

澤

拓

也
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園

） 

　
　
・
き
れ
い
な
く
つ
を
つ
く
ろ
う 

 

斉

藤

　

結
（
鷹
巣
教
会
幼
稚
園

） 

　
　
・
ぼ
く
も
い
れ
て 

 

成

田

聖

天
（
中
央
保
育
園
） 

　
　
・
つ
か
ま
え
て
み
た
い
な
　
ち
ょ
う 

　
　
　
ち
ょ
う 

吉

田

英

樹
（
中
央
保
育
園
） 

　
　
・
き
れ
い
な
ち
ょ
う
ち
ょ
に
な
り
ま
し
た 

 

佐

藤

夏

綺
（
東
保
育
園
） 

　
　
・
あ
お
む
し
さ
ん
　
オ
レ
ン
ジ
お
い
し

　
　
　
い
か
な 

沢

田

圭

佑
（
綴
子
保
育
園
） 

　
　
・
お
お
き
く
な
っ
て
　
か
っ
こ
よ
く 

　
　
　
な
っ
た
ね 
信

平

龍

洋
（
南
鷹
巣
保
育
園

） 

　
　
・
く
つ
を
つ
く
る
　
お
じ
い
さ
ん
と
お

　
　
　
ば
あ
さ
ん 

佐

藤

玲

那
（
南
鷹
巣
保
育
園

） 

　
　
・
ぼ
く
に
か
て
る
も
の
か 

 

千

葉

慧

秀
（
七
日
市
保
育
園

） 

  

◆
１
年
生 

特
選
・
銀
河
を
走
る
機
関
車 

 

佐

藤

祐

介
（
南
　
小
） 

入
選
・
大
き
な
か
ぶ
の
お
う
ち
で
あ
そ
ん
だ
よ 

 

菅

原

　

悟
（
綴
子
小
） 

　
　
・
14
ひ
き
の
ね
ず
み
が
パ
ー
テ
ィ
ー
を 

　
　
　
し
て
い
る
よ 

 

ふ
じ
し
ま
し
い
な
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
り
ゅ
う
に
の
っ
て 

 

小

松

さ

や
（
中
央
小
） 

　
　
・
や
さ
し
い
き
つ
ね
の
お
か
あ
さ
ん 

 

さ
と
う 

ゆ
う
か
（
中
央
小
） 

　
　
・
お
う
じ
　
さ
さ
れ
る
ぞ
　 

 

畠

山

以

成
（
南
　
小
） 

　
　
・
ニ
ニ
ロ
よ
か
っ
た
ね 

 

笹
代
ひ
ろ
や
（
竜
森
小
） 

佳
作
・
う
れ
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

桜

庭

優

佳
（
西
　
小
） 

　
　
・
大
き
な
か
ぶ
の
ゆ
う
え
ん
ち
で
あ
そ
ん 

　
　
　
だ
よ 

保

坂

名

菜
（
綴
子
小
） 

　
　
・
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
だ
い
大
か
つ
や
く 

 

さ
い
と
う 

あ
つ
や
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
く
る
り
く
ら
と
木
の

　
　
　
ぼ
り
た
の
し
い
な 

 

な
が
き 

ま
な
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
さ
か
な
と
さ
か
な
が
　
い
っ
し
ょ
に 

　
　
　
あ
そ
ん
で
い
る
よ 

 

う
め
た 

こ
う
よ
う
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な
と
な
か
ま
た
ち 

 

す
ず
き 

た
つ
や
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
１４
ひ
き
た
ち
が
お
や
つ
を
た
べ
て
い
る
よ 

 

や
ぎ
は
し 

ま
い
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
ほ
っ
と
ケ
ー
キ
を
た

　
　
　
べ
た
よ 

み
か
み 

あ
か
ね
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な 

 

お
お
つ
か 

し
ょ
う
き
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
ブ
ル
ー
カ
ン
ガ
ル
ー
が
い
な
く
な
っ
た 

 

村

上

愛

奈
（
東
　
小
） 

　
　
・
と
も
だ
ち
だ
よ 

 
長

岐

勇

大
（
南
　
小
） 

　
　
・
大
き
な
ゆ
き
だ
る
ま
う
さ
ぎ
を
　 

　
　
　
つ
く
っ
た
よ 

 

丸

山

　

雅
（
南
　
小
） 

 

◆
２
年
生 

特
選
・
ク
ジ
ラ
と
シ
ャ
チ
の
た
た
か
い 

 

小
塚 

ま
さ
ふ
み
（
中
央
小
） 

　
　
・
か
に
の
よ
う
ふ
く
や
さ
ん 

 

笹

代

智

也
（
竜
森
小
） 

入
選
・
な
ら
ん
だ
　
お
じ
ぞ
う
さ
ん 

 

桜
庭
沙
耶
香
（
西
　
小
） 

　
　
・
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
一
年
間 

 

小
笠
原
朋
香
（
綴
子
小
） 

　
　
・
ペ
ン
ギ
ン
た
ち
の
あ
そ
び
場 

 

わ
た
な
べ 

ま
ゆ
（
鷹
巣
小
） 

　
　
・
会
え
て
よ
か
っ
た
ね
、
た
あ
く
ん 

 

浅
利
か
ず
き
（
中
央
小
） 

　
　
・
ホ
ッ
ホ
ー
く
ん
の
お
る
す
ば
ん 

 

中

林

藤

仁
（
南
　
小
） 

　
　
・
月
へ
行
く
は
し
ご
〜
う
さ
ち
ゃ
ん
行

　
　
　
か
な
い
で 

堀

部

亘

世
（
竜
森
小
） 

佳
作
・
ば
け
も
の
た
い
じ
だ 

 

三

澤

彩

乃
（
綴
子
小
） 

　
　
・
お
か
に
上
が
れ
、
ガ
ブ
と
メ
イ 

 

松

尾

祐

希
（
東
　
小
） 

　
　
・
ゆ
う
き
の
あ
る
ま
め
う
し
く
ん 

 

佐
藤
ま
さ
き
（
中
央
小
） 

　
　
・
大
ふ
ぶ
き
で
も
あ
っ
た
か
い
な 

 

中
嶋
こ
う
た
（
中
央
小
） 

　
　
・
ぼ
く
の
色
き
れ
い
で
し
ょ 

 

高
桑
み
な
み
（
中
央
小
） 

　
　
・
せ
ん
そ
う
で
１
人
ぼ
っ
ち
の 

　
　
　
ち
い
ち
ゃ
ん 

 

笹

原

茉

優
（
南
　
小
） 

 

　
ご
紹
介
し
ま
し
た
作
品
は
﹁
読
書
の
あ
と

で
﹂
に
ま
と
め
ら
れ
、
図
書
館
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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■
胡
桃
館
遺
跡
と
は
？
　

　
胡
桃
館
遺
跡
は
、
現
在
の
鷹
巣
中
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
整
備
中
に
発
見
さ
れ
た
、
今
か
ら
千
年
前
（
平
安

時
代
）
の
遺
跡
で
す
。
１
９
６
７
年
か
ら
３
年
間
に

わ
た
り
秋
田
県
教
育
委
員
会
と
鷹
巣
町
教
育
委
員
会

に
よ
っ
て
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
時
の
調
査
を
憶
え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
平
安
時
代
の
建
物
が
そ
の
ま
ま
の
形
で
出
土

し
た
こ
と
で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■
な
ぜ
残
っ
た
の
か
？ 

　
普
通
、
建
物
の
柱
や
板
な
ど
の
木
材
は
地
中
に
埋

ま
っ
て
い
る
と
腐
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
当
時
の

建
物
が
残
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
　
そ
の
理
由

は
十
和
田
火
山
の
噴
火
に
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
の
十
和
田
湖
は
約
千
年
前
（
一
説
に
よ
る
と

９
１
５
年
）
に
噴
火
し
ま
し
た
。
そ
の
噴
火
の
規
模

は
有
史
以
来
の
日
本
最
大
級
の
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
鷹
巣
に
は
火
山
灰
は
あ
ま
り
降
ら
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
米
代
川
を
大
量
の
土
石
流
（
シ
ラ
ス

洪
水
）
が
流
れ
、
流
域
の
村
々
を
飲
み
込
ん
で
し
ま

い
ま
し
た
。
家
々
は
火
山
灰
を
含
ん
だ
土
に
埋
も
れ

た
こ
と
で
腐
ら
ず
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。
よ
ほ
ど
被

害
が
大
き
か
っ
た
の
か
、
そ
の
様
子
は
「
八
郎
太
郎

伝
説
」
と
し
て
現
在
ま
で
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う 

　
平
安
時
代
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
「
蝦
夷
（
え
み

し
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
天
皇
の
支
配
が
及
ん
で

い
な
い
土
地
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
に
、
胡
桃

館
の
よ
う
な
高
度
な
建
築
技
術
を
用
い
た
建
物
が
み

つ
か
っ
た
こ
と
、
遺
跡
か
ら
は
「
寺
」
と
読
め
る
文

字
を
書
い
た
土
器
や
お
経
を
読
ん
だ
と
い
う
記
録
の

落
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地
域

を
治
め
た
人
物
が
住
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
（
鷹
巣
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
振
興
課
主
事
　
榎
本
剛
治
） 

　
こ
の
ほ
ど
、
文
化
遺
産
の
総
合
的
な
研
究
を
行
っ
て

い
る
独
立
行
政
法
人
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
調
査
・
研

究
に
よ
っ
て
、
鷹
巣
町
の
胡
桃
館
遺
跡
︵
平
安
時
代
の

古
代
家
屋
遺
跡
︶
の
遺
物
か
ら
、
貴
重
な
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
発
掘
が
行
わ
れ
た
37
年
前
に
出
土
し
た
木
簡
の
文
字

の
解
読
に
成
功
し
、
人
物
な
ど
の
記
録
が
明
ら
か
に
な

っ
た
の
で
す
。
そ
の
内
容
を
、
同
研
究
所
の
研
究
員
と
、

町
の
担
当
者
の
説
明
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

▲発見当時の写真。秋田県教育委員会と町教育委員

　会によって発掘調査が行われました。

▲たかのす風土館の史料展示室に展示されている

　埋没家屋の復元模型。
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１
９
６
７
年
に
胡
桃
館
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡

に
つ
い
て
、
２
０
０
４
年
、
あ
ら
た
め
て
解
読
を
試

み
た
結
果
、
出
土
か
ら
37
年
を
へ
だ
て
て
文
字
を
読

み
取
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。 

　
な
ぜ
今
に
な
っ
て
解
読
で
き
た
の
か
、
そ
の
理
由

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
木
簡

の
解
読
に
用
い
る
機
器
が
進
歩
し
た
こ
と
で
す
。
墨

は
赤
外
線
を
吸
収
す
る
性
質
を
も
つ
た
め
、
木
簡
の

解
読
に
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
や
、
赤
外

線
デ
ジ
タ
ル
撮
影
が
有
効
で
す
。
こ
れ
ら
の
機
器
を

駆
使
す
る
こ
と
で
、
当
時
は
読
み
取
れ
な
か
っ
た
文

字
を
解
読
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
も
う
一
つ
の
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
は
、
比
較
検

討
す
る
た
め
の
類
例
が
格
段
に
増
え
た
こ
と
で
す
。

木
簡
が
出
土
し
た
１
９
６
０
年
代
末
の
段
階
に
は
、

全
国
出
土
の
古
代
木
簡
は
、
２
万
２
千
点
余
り
で
、

胡
桃
館
木
簡
の
よ
う
な
特
異
な
形
状
の
も
の
は
ほ
と

ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
現
在
、
全
国
出
土
木
簡
の
総
数
は
32
万
点
以
上
、

古
代
木
簡
だ
け
で
も
23
万
点
を
超
え
て
い
ま
す
。
出

土
数
が
増
え
る
に
つ
れ
、
文
書
や
荷
札
に
限
ら
れ
な

い
、
豊
か
な
木
簡
利
用
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
木
簡
解
読
は
、
数
十
年
に
及
ぶ
調

査
研
究
の
蓄
積
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

   

　
今
同
解
読
で
き
た
木
簡
は
、
一
辺
約
22
㎝
の
ほ
ぼ

正
方
形
の
板
材
で
、
四
隅
に
孔
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

孔
は
釘
孔
の
よ
う
で
、
木
簡
は
建
物
の
ど
こ
か
に
打

〜37年目の大発見

▲木簡の表面
出土直後ともいうべき1968年頃に撮影されたガラス乾板（※注）が残されており、今回の木簡解読の
きっかけとなった。（※：ガラス板に写真の乳剤を塗布した感光材料。）
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〜37年目の大発見

ち
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。 

　
胡
桃
館
木
簡
に
は
、
表
裏
両
面
に
文
字
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
表
面
（
注
・
前
ペ
ー
ジ
に
写
真
）
に
は
、

一
行
に
13
文
字
以
上
、
少
な
く
と
も
６
行
以
上
の
文

字
が
残
っ
て
お
り
、
裏
面
に
は
表
と
は
上
下
逆
さ
に

３
行
分
、
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
裏
面

の
文
字
は
墨
が
薄
れ
て
し
ま
い
、
現
状
で
は
ほ
と
ん

ど
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
表
面
１
行
目
は
、｢

月
料
給
出
物
名
張｣

と
読
め
そ

う
で
す
。｢

張｣

は｢

帳｣

の
意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
か

ら
、
こ
の
木
簡
は
、
あ
る
月
に
支
給
し
た
物
の
名
を

記
し
た
帳
簿
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
２
行
目
の
下
部
に
は｢

玉
作
麻
呂
／
米
一
升｣

の
文

字
も
み
え
ま
す
。
他
に
「
玉
作｣｢

建
マ
（
部
）｣

と
読

め
る
可
能
性
の
あ
る
人
名
、｢

米
三
合｣

「
五
合
」
な

ど
の
品
目
と
数
量
が
み
え
、
表
面
に
は
、
人
名
＋｢

米
」

＋
支
給
し
た
米
の
量
を
列
記
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

　
同
じ
頃
の
出
羽
国
に
、｢

玉
作
宇
奈
麻
呂｣

や｢

玉

作
正
月
麻
呂｣

と
い
う
人
物
が
活
動
し
て
い
た
こ
と

は
、
文
献
史
料
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。｢

玉
作｣

姓
の
人
が
、
木
簡
と
い
う
、
古
代
の
生
の
史
料
か
ら

も
確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
後
、
新
た
な
事
実
が
浮

か
び
上
が
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
だ
す
べ
て
の
文
字
が
解
読
で
き
た
訳
で
は
な
く
、

詳
し
い
内
容
は
今
後
の
調
査
に
ま
た
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
胡
桃
館
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
遺
物

は
文
字
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
出
土
し
た
建
築
部
材

は
、
古
代
の
建
物
を
考
え
る
際
の
良
好
な
資
料
群
と

い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
総
合
的
な
検
討
に
よ

り
、
遺
跡
の
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
と
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　
な
お
、
こ
の
木
簡
の
詳
し
い
内
容
は
、
今
月
刊
行

▲木簡の裏面

表面と上下逆向きに文字が記されている。
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〜37年目の大発見

さ
れ
る
『
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』

第
19
号
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
興
味
を
も
た
れ
た
方

は
、
図
書
館
な
ど
で
是
非
ご
覧
下
さ
い
。 

   

　
木
簡
は
、
千
年
以
上
も
の
間
、
地
中
の
豊
富
な
地

下
水
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
見
た
目

は
丈
夫
で
も
実
際
に
は
非
常
に
も
ろ
く
、
空
気
中
に

放
置
す
る
と
、
急
速
に
乾
燥
し
て
壊
れ
て
し
ま
う
恐

れ
す
ら
あ
り
ま
す
。
現
在
、
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
腐
剤
を
含
む
水
に
浸
し
た
状
態
で
保
管
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
木
簡
を
水
漬
け
状
態
で
保
管
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
孫
や
曾
孫
の
代
ま
で
伝
え
て
い
く
た

め
に
は
、
保
存
処
理
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
胡
桃
館
木
簡
は
、
近
々
保
存
処
理
の
作
業
に
入
る

予
定
で
す
。
処
理
を
終
え
た
木
簡
は
、
生
木
に
近
い

色
調
に
仕
上
が
り
ま
す
。
現
在
黒
ず
ん
で
い
て
読
み

と
れ
な
い
文
字
の
解
読
に
も
、
期
待
が
も
た
れ
ま
す
。 

　
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
将
来
、
処
理
を
終
え
、
よ
り
解

読
の
進
ん
だ
木
簡
を
、
北
秋
田
市
民
と
な
ら
れ
て
い

る
鷹
巣
町
の
皆
様
に
、
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。 

　
胡
桃
館
木
簡
は
、
鷹
巣
の
古
代
史
を
今
に
伝
え
る

生
き
証
人
で
あ
り
、
学
術
的
に
も
極
め
て
高
い
価
値

を
持
つ
、
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
ま
す
。
今
回
解
読

で
き
た
木
簡
が
、
周
辺
に
今
な
お
埋
没
し
て
い
る
と

推
測
さ
れ
る
遺
跡
と
と
も
に
、
町
の｢

宝｣

と
し
て
長

く
保
存
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

　(
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平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
研
究
員
・
山
本
崇) 

 

　米代川流域には十和田火山の土石流によっ

て埋没した家屋が稀に出土します。千年前の

建物が現代まで保存されていることは、奈良、

京都の神社・仏閣を除いて例はなく、全国的

にも貴重な遺跡です。 

　特に胡桃館遺跡は保存状態も良く、この地

域の人々がどのような生活をしていたかを復

元できる数少ない例と言えます。 

　私も当時の発掘に参加して、今回解読され

た木簡についてもよく記憶しております。 

　文字が書かれてあることはわかっていたの

ですが、どのような内容であったかは解読で

きませんでした。今回の新発見では、「玉作

麻呂」といった人名と米の量が記されていま

す。 

　これは玉作麻呂たちに何らかの労働に対す

る報酬として、米を与えていたのではないの

でしょうか。 

　小さな成果ではありますが、平安時代のこ

の地方を考える上で重要であり、今後の研究

にも非常に期待が持てる発見であると思いま

す。 

 

▲木簡の表面（部分／赤外線デジタル写真）

帳簿の書き出しにあたる部分で、赤外線デジタル

写真には文字が鮮明に写っている。

前秋田県立博物館長 

　冨　樫　泰　時　氏 

︹
料
？
︺

︹
給
？
︺



 
 
 
 
◎母子健康手帳交付と第１回母親学級
日程　７日（月）、22日（火） 
受付　13：00～13：10　 
 
 
◎３歳児健康診査
日時　８日（火）　受付　12：15～12：30 
持参　母子健康手帳・アンケート票・歯ブラシ 
　　　バスタオル・尿容器・予防接種調査票 
 
 
◎５歳児健康診査
日時　15日（火）　受付　12：30～12：40 
持参　母子健康手帳・アンケート票・歯ブラシ 
　　　 
 
日時　16日（水）　受付　13：00～13：20　 
対象　生後３カ月～18カ月 
　　　（90カ月まで接種できます） 
持参　母子健康手帳・予診票 
 
 
日時　ツベルクリン反応　22日（火）  
　　　ＢＣＧ　　　　　　24日（木） 
受付　13：00～13：20 
対象　生後３カ月～48カ月 
持参　母子健康手帳・予診票 
 
 
◎10カ月児育児相談
日時　29日（火） 受付　９：15～９：30 
持参　母子健康手帳・アンケート票 
　　　バスタオル 
 
 
◎４カ月児健康相談
日時　29日（火） 12：50～13：00 
持参　母子健康手帳・アンケート票 
　　　バスタオル 
 
 
日時　18日（金）　10：00～11：30 
内容　「お別れ楽しみ会」 
持参　飲み物等各自必要なもの 
参加費　40円 
申込期限　14日（月）まで 
申し込み・お問い合わせ 
　　　　　辻　永　麻　美（ママリーダー） 
　　　　　a62－0815 
 
 

◎お問い合わせ 
　鷹巣町保健センター　a６２－６６６６ 

妊 婦 の 方

平成13年９〜11月生まれのお子さんのいる方

平成12年１月〜４月１日生まれのお子さんのいる方

平成16年４月・５月生まれのお子さんのいる方

 

ポリオ予防接種

平成16年11月生まれのお子さんのいる方

キッズパーク（子育てサークル）

 

◎定例健康相談（保健センター）
　日　程　９日（水） 
　時　間　午前10:00～12:00 午後1:00～3:00  
　内　容　健康相談、血圧測定、尿検査等 

◎いきいき健康相談（げんきワールド）
　日　程　毎週火金 午前9:30～12:00 

　　　　　　　　　 午後1:00～ 4:00 

　内　容　健康相談・血圧測定など 

祝日は 
休みです （  　　） 

３月１７日（木）成分
10：00〜12：00・13：00〜16：30 鷹 巣 町 役 場

ＢＣＧ予防接種（ツベルクリン反応・ＢＣＧ）
　今春のスギ花粉飛散量は、全国的には観測史上１、２位を

争う量と予測され、秋田県においても、花粉飛散量の多かっ

た一昨年（平成15年）並みかそれを上回ると予測されていま

す。そのため、今春は、花粉症の方は症状の重症化が、花粉

症でない方も発症する可能性が指摘されています。花粉症を

予防するため、次の点に注意してください。

・室内に入る時は「服たたき」をして、花粉を室内に持ち込

　まないようにしましょう

・外出から帰宅したら、洗顔やうがいをし、鼻をかみましょう

・外出する際には、マスクやメガネを着用しましょう

・鼻がむずむずしたり、目がかゆくなったり、花粉症を疑わ

　れる症状が出たら、早めに医療機関を受診しましょう

・スギ花粉との接触を避けるため、花粉情報に注意しましょう

　通常の診療時間に予防接種を受けることが困難な方に、時

間外（夜間、休診日等）に予防接種と相談に応じます。

【日程】

・遠藤クリニック、 津谷内科、としま医院、奈良医院

　たむら内科クリニック ５日　９:30〜12:30

・佐々木産婦人科 １日、２日、４日、７日　18:00〜20:00

　　　　　　　　 ５日　14:00〜17:00　６日　９:30〜12:30

・藤原医院 ３日　18:00〜20:00　５日　９:30〜12:30

・北秋中央病院 １日〜４日、７日　18:00〜20:00　

　　　　　　　 ５日　９:30〜12:30

※予防接種希望者は事前に医療機関への予約が必要です

　広報たかのす　１７．３．１  １２ 
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３・５（土） 工藤啓ピアノ教室発表会 14:00〜

　　６（日） 第29回三沢由美子音楽教室発表会

13:30〜

　　14（月）鷹巣町役場閉町式・式典 18:00〜

　　15（火）介護事業所関係説明会 14:00〜

　　19（土）おはなしでてこい 14:00〜

【３月のロビー展】中央公民館　手作り「夢工房」

３・３（木） ホークスアカデミー卒業・閉講式

　　  13:00〜15:30

　　５（土） 第６回子どもたちの伝承芸能合同発表会

　　　　　　　　  13:30〜15:00

　　11（金）〜13（日）第16回鷹巣町美術展覧会

（町展）（13日は15:00まで）

9:00〜17:00

　　12（土）中央公民館講座「トライあんぐる」

◆みんなでおやつ作り！  9:00〜12:00

　男女が共に仕事と生活のバランスを保ち、性別に関

わりなく、多様な生き方を選択できるような「男女共

同参画社会づくり」を推進するためのフォーラムです。

●日時　３月10日（木）　13：30〜16：00

●場所　大館市中央公民館　２階視聴覚ホール

●内容　①基調講演　

　　　　（株）カミテ　代表取締役　上手康弘氏

　　　　②トークセッション

　　　　パネリスト　上手康弘氏

　　　　嵯峨ヱミ子氏（県保育士会長）

　　　　小山内恵子氏（秋田労働局雇用均等室長）

　　　　コーディネーター　澤井セイ子氏

　　　　　　　　　　（秋田大学教育文化学部教授）

●その他　会場内に無料の託児を用意していますので

　　　　　お申し込みの際にお知らせください

◎申し込み・お問い合わせ　北秋田地域振興局

　　　地域企画課県民生活班　 a６２−１２５１

スポーツ　　 a６２‐３８００ ファルコン　 a６２‐３３１１

３月12日（土）・13日　第12回Ｖリーグ第８回Ｖ１

リーグ出場順位決定戦 鷹巣体育館

　町村合併の準備作業のため、次の手続きを一時停止

します。

・住民基本台帳カードの申請及び交付等

　３月７日（月）〜25日（金）まで

・広域交付住民票の交付、住民基本台帳カードによる

　付記転出・転入、電子証明書の申請及び交付等

　３月22日（火）〜25日（金）

◎お問い合わせ　

　　　住民サービス課住民係　 a６２−１１１１

２、９、16、20、23、30、31日は休館日です

開館時間　　９：00 〜17：00

中央公民館　 a６２‐１１３０

●日　時　３月12日（土）　午前１０時試合開始

　　　　　３月13日（日）　　　　 〃

●会　場　鷹巣体育館

●入場料　　　　　　　　 前売り　　 　当　日

　一般（通常）　　　　１，５００円　１，８００円

　一般（２日間共通券）２，５００円　３，０００円

　学生（通常）　　　　　　５００円　　　８００円

　学生（２日間共通券）　　８００円　１，０００円

●チケット発売所　鷹巣町バレーボール協会、鷹巣

　体育館、大館北秋田バレーボール連盟、県北地区

　各市町村バレーボール協会、町内スポーツ店

◎お問い合わせ　鷹巣町バレーボール協会

　　　石川仁司、佐藤信也

　　　　　　　　　a６２-３８００　FAX６３-３８０１

住民基本台帳カード、電子証明書の
手続きが一時停止されます

男女共同参画が創る地域未来事業

北秋田地方男女共同参画フォーラム開催

おしらせ

おしらせ
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「担保・保証人なしで高額融資」「多重債務を一本

化」などとダイレクトメールや電子メールで融資の勧

誘を行い、申込者に保証金や手数料などの名目で現金

振り込みを要求します。

【撃退策】

　・安易に融資を申し込まない

　・すぐに保証金などを振り込まない　

　この他「オレオレ詐欺」や「架空請求詐欺」が発生

しています。

　この手のものは、

　

で被害をふせぎましょう。

◎届け出・相談　　鷹巣警察署　　　 a６２−１２４５

建築物防災週間
３月１日〜
　　７日まで

みなさんの
　身近な建物は大丈夫？

市県民税・所得税申告相談日程表
◆必ずこの日程表に定められた場所、日時に申告してください。 
 

申　告　会　場 受付時間
午前９時〜正午 午後１時〜４時

申 告 相 談 時 間
月日 申　告　会　場 受付時間

午前９時〜正午 午後１時〜４時

申 告 相 談 時 間
月日

３/９ 
（水） 
 
 
 

３/１０ 
（木） 
 
 

３/１１ 
（金） 
 

３/１４ 
（月） 
 

３/１５ 
（火） 

３/１ 
（火） 
 

３/２ 
（水） 
 

３/３ 
（木） 
 

３/４ 
（金） 
 

３/７ 
（月） 
 

３/８ 
（火） 

役 場 大 会 議 室  

〃 

〃 

〃 

　 〃 　  

　 〃 　  

役 場 大 会 議 室   

　 〃 　

 

　 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

 
 
 
 
 
 
 

太田 
 

川口、小ケ田 
 

田中 
 

元町 

　 〃 

 

 

 

新田中、南田中 

 

大町、花園町 

 

東横町、旭町 
 
材木町、 
あけぼの町 

伊勢町 
幸町、内幸町 
 
 
 
 
※指定日に申告でき 
　なかった人 
　混み合いますので 
　人数を制限します 
 
 
 

舟見町、新舟見町 
東上綱、下家下 
西屋敷、北家後 
掛泥向、平成町 

　　　 

午前７時 
～午後３時 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

〃 

 

 

午前７時 
～午後３時 

〃 

〃 

〃 

〃 

（　　　　　　　　　　　） 
松葉町、宮前町 

米代町、住吉町 

平成１７年度

何でもいいから、好きなこと。

　１つでもいいから、夢中になれること。

　　挑戦しましょう、生きがいを持つために。

　　　　高鷹大学では、現在４００余名の受講生
の皆さんが「生きがい」を持って学習
しています。
☆年７回の全体講座があります。

（講演、施設見学など）

☆１７のクラブ活動があり、一人１クラブに入部で

　きます。

（詩吟・陶芸・歌謡・習字・ちぎり絵・俳句・歩

こう・園芸・写真・社交ダンス・グラウンドゴル

フ・ふるさと研究・大正琴・健康・ゲートボール

・ユニカール

レクリエーション

ダンス）

☆運営費として、

１，０００円を

申し込み時にい

だきます。

◎受　付　３月８日（火）〜４月８日（金）

　（期限は厳守してください）

◎申し込み・お問い合わせ

　　生涯学習振興課生涯学習係　　a６２−１１１１

蟹沢、佐助岱 
緑ヶ丘 

●休 館 日　7、14、22、28 日

●営業時間　8：30〜19：00

◎お問い合わせ　ひまわりの家　a78−4025　 

ひまわりの家からのお知らせ

『すぐに振り込むな』『一人で振り込むな』

『その日にするな、一人で判断するな』

融資をだしにお金をだまし取る
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畠 山 大 征

近 藤 彩 那

佐々木　悠

成 田 　 温

( 　 )

( 　 )

( 　 )

( 　 )

藤 株

小 森

住 吉 町

あけぼの町

三 男

長 女

二 女

長 女

征宏

 郷

 大

幸治

恵

さつき

美奈

陽子

たいせい

 あ や な

　　　はるか

　　　 はる

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

蟹 沢  

綴子大畑

元 町

小 森

堂 ヶ 岱

元 町

今 泉

綴子上町

新 田 中

今 泉

脇 神

（94歳）

（66歳）

（84歳）

（85歳）

（89歳）

（92歳）

（98歳）

（60歳）

（80歳）

（82歳）

（90歳）

櫻 庭 甚 吉

畠 山 義 孝

五十嵐トキ

間 渕 勘 助

小 塚 イ サ

佐 藤 ヨ シ

成 田 ス ヱ

高 橋 謙 祐

簾 内 正 三

佐 藤 政 藏

花 田 忠 市

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

慶 弔 だ よ り
１月16日〜31日届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

おくやみ申し上げます
○
応
急
の
診
察
を
要
す
る
患
者
。 

○
往
診
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

○
仕
事
や
職
場
の
都
合
で
夜
間
診

　
療
を
受
け
る
場
合
は
、
診
療
に        　

応
じ
か
ね
ま
す
。 

※
年
齢
・
病
気
の
病
状
に
か
か
わ

　
ら
ず
当
番
医
に
電
話
等
で
ご
相

　
談
く
だ
さ
い
。 

（午後６：３０〜９：００）

布 田 信 哉

佐 藤 夕 梨 子

　さん

　さん

　さん

　さん

あ け ぼ の 町

あ け ぼ の 町
　

み ゆ き

し　ん　や

ゆ り こ

中 華 民 国

前 野

　町県民税と固定資産税を第１期納期限までに前期分ま
とめて納めると、前納報奨金が受けられる前納制度があ
りましたが、平成17年度から廃止となります。
※口座振替の納付方法変更を希望される方は、税務課ま
　たは金融機関窓口で手続きをお願いします。
◎お問い合わせ　　税務課収納係　　a６２−１１１１

（

（

お二人の前途を
　　　　祝福します

 じ ん き ち

　 　 よ し た か

か ん す け

 　

 　

 　

け ん ゆ う

しょうぞう

ま さ ぞ う

ちゅういち

　鷹巣町は、３月２２日の北秋田市発足に伴い、町制施
行５０年の歴史を閉じることになりました。
　つきましては、閉町式典を挙行いたしますので、ご参
加くださるようお願いします。
　なお、会場の都合により一般参加人数は３００人程度
を予定しておりますので、何卒ご理解とご協力をお願い
します。
●場　所　たかのす風土館
●内　容　町民歌合唱（鷹巣混声合唱団、る・それいゆ）
　　　　　太鼓演奏（鷹巣ばやし）
　　　　　町旗降納（緑の少年団）
◎お問い合わせ　まちづくり政策課　　
　　　　　　　　市街地活性化対策室　a６２−１１１１

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

曜

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

電話番号

63−0515

62−2882

63−2700

60−1055

62−1420

62−1146

63−0105

62−1400

62−1101

62−1267

62−1455

62−1155

62−1455

62−1210

62−1123

62−1400

医 療 機 関 名

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

藤 原 医 院

たむら内科クリニック

う え だ ク リ ニ ッ ク

佐藤外科消化器科医院

奈 良 医 院

佐々木産婦人科医院

石川耳鼻咽喉科医院

盛 岡 外 科 医 院

と し ま 医 院

北 秋 中 央 病 院

近 藤 医 院

北 秋 中 央 病 院

鷹 巣 病 院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

石川耳鼻咽喉科医院

何 　 　 　 　 政

石 田 美 由 紀



　広報たかのす　１７．３．１  １６ 

   

来
る
４
月
17
日
（
日
）
に
秋
田
県
知

事
選
挙
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
（
３
月
31
日
告
示
予
定
） 

　
ま
た
、
３
月
22
日
に
鷹
巣
町
、
合

川
町
、
森
吉
町
、
阿
仁
町
が
合
併

し
、
新
た
に
北
秋
田
市
が
誕
生
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
う
新
市
長
選
挙
が
知

事
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ど
ち
ら
も
、
こ
れ
か
ら
の
県
政
、

市
政
を
託
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
人
を

選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の

明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

 

　 

 

今
回
の
秋
田
県
知
事
選
挙
で
投
票
で

き
る
方
は
、
昭
和
60
年
４
月
18
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
平
成
16
年
12

月
30
日
以
前
か
ら
北
秋
田
市
区
域
内

（
鷹
巣
町
、
合
川
町
、
森
吉
町
、
阿

仁
町
）
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。 

　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い

る
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
※
な
お
、
平
成
16
年
12
月
31
日
以

降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所

地
が
登
録
地
と
な
り
ま
す
の
で
、
北

秋
田
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。
投

票
日
に
前
の
住
所
地
で
投
票
す
る

か
、
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ
さ

い
。 

  

　
平
成
16
年
12
月
31
日
以
降
に
北
秋

田
市
区
域
内
（
鷹
巣
町
、
合
川
町
、

森
吉
町
、
阿
仁
町
）
か
ら
秋
田
県
内

の
他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
る
方

（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

方
）
は
、
転
出
先
の
市
町
村
長
の
証

明
書
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
北
秋
田
市

で
秋
田
県
知
事
選
挙
の
投
票
（
期
日

前
投
票
、
不
在
者
投
票
も
含
む
）
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

 

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
旅
行
等
や
む

を
得
な
い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
「
期
日

前
投
票
」
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
「
期
日
前
投
票
」
を
す
る
際
は
、

後
日
送
付
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券
の

裏
面
「
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
宣

誓
書
兼
請
求
書
」
に
、
あ
ら
か
じ
め

「
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
理

由
」
を
記
入
し
て
持
参
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
そ
の
場
で
投
票
で
き
ま

す
。 

 

　
出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す

る
場
合
は
、
「
期
日
前
（
不
在
者
）

投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」
に
記
入
の

う
え
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用

紙
の
郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
請
求
は
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け

た
病
院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
、
そ
の
病
院
・
施
設
で

投
票
が
で
き
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
（
金
）
か
ら 

　
平
成
17
年
４
月
16
日
（
土
）
ま
で 

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時 

場
所
／
北
秋
田
市
役
所
本
所
（
現
鷹

巣
町
役
場
）
　
３
階
第
３
会
議
室 

※
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。 

 
　 　

次
に
該
当
す
る
身
体
障
害
者
手
帳

や
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
で
自
署

で
き
る
方
は
、
選
挙
権
が
行
使
で
き

る
よ
う
に
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

（
１
）
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能

の
い
ず
れ
か
の
障
害
の
程
度
が
１
級

か
２
級
の
方
。 

（
２
）
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
い
ず
れ
か

の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
３
級
の
方 

（
３
）
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者

で
、
介
護
保
険
証
に
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
方 

　
ま
た
、
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投

票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚

の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
記
載
さ
れ

て
お
り
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
代
理
記
載

の
方
法
に
よ
る
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
は
「
郵
便
投
票
証

明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
等
の
所
要

の
手
続
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

　 

 
   

 

◎
お
問
い
合
わ
せ

　
鷹
巣
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
事
務
局

　
　
a
62
ー
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
︵
内
線
２
３
３
︶




